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■構造設計に行き着くまで
　覇志堂が明るく対峙するのは，構造家の澁谷亜紀
子さん。一人息子が建築関係の事務所に勤務してい
ると聞いて，幼い頃の姿を思い出し，時の流れを感
じたようだ。小さいころから絵を描くのが好きだっ
たという澁谷さん。一方で，絵で食べていくのは難
しいとも感じていた。また，土木コンサルを生業と
していた父の影響もあり，化学科へと進学を決め，
上智大学に入学したが，分子の厚みを測るなどの実
験が致命的に肌に合わないと感じる。澁谷さん曰く

「挫折」して，翌年早稲田大学に入り直した。アー
キテクトを目指す周りとは一線を画して環境系の研
究室へ進む。実は製図室の冷房もない劣悪な環境で
の授業が引き金になったのかもしれない。また，都
市のヒートアイランド現象に興味をもったため，尾
島俊雄研究室を選んだのでした。『熱くなる大都市』

（NHKブックス）は尾島俊雄さんの名著である。
　大学院への進学を希望していたら，尾島教授が当
時東京大学におられた村上周三先生を推薦してくれ
た。村上先生の下であっという間の2年間を過ごし
たのでした。学生時代は構造設計は結局選ばず先輩
の手引きもあり，間組の意匠設計
部に就職した。腰掛けではない
のが，澁谷さんがキャリアを積
む凄いところで，3年弱勤務した
のです。
　その後，渡辺邦夫さんと出会い
SDGで構造設計への一歩を踏み
出すことになる。当時は，現東京
大学教授の腰原幹雄さんや構造
家・徐 光さんが在籍されており，
厳しい背中を見ながら励んだ。
SDGでは，提案は3案以上出すべ

きと教えられ，今でも教訓にしている。
■転身が学びを活かす
　当時のSDGは海外でのプロジェクトも増えてき
た時期であったが，成長期の息子さんがいらした事
情もあり，約11年かかわったSDGを離れる決断を
した澁谷さん。
　“構造を軸に攻めきるためには，ものづくりの現場
を見たい” という想いで，戸田建設の門を叩く。また，
許容応力度の限界に挑戦し続けてきたSDGとは違う，
より汎用性の高い構造設計に携わりたいという考え
もあったという。ゼネコン設計部という環境では，
担当プロジェクトの設計だけでなく，サポート的な
構造解析や書類作成もお願いされることが多々あり，
構造設計者としての幅が広がったといいます。
　在職中は医療施設を担当することが多く，特に陽
子線治療施設が思い出に残っている。RCの壁厚が
1,500mmある特殊な建築であったが，複数案に対
応するというSDGでの経験も活かすことができた。
　そして，2023年に約16年間の勤務に区切りをつ
けてプランテックに移籍を決めた澁谷さんなのだ。
覇志堂がストレートに「プランテックで何をした
い？」と。「夢のある設計をしていきたい」と明快
な返答が返ってくる。意匠設計部・アトリエ構造設
計事務所・ゼネコン設計部と，多様な立場で建築設
計にかかわってきたが，これからは基本設計を主体
に仕事がしたい。また，環境配慮が建築にも求めら
れる昨今では，学生時代に学んだ環境的な視点も活
かしていきたい。意匠・構造・環境の垣根を超えて，
さまざまな視点をもって建築に携わりたいという澁

谷さん。知識と実践を積み重ねて
きた澁谷さんのキャリアがプラン
テックで一層花開くことが待ち遠
しい。
　洋裁や植物栽培が趣味という澁
谷亜紀子さんは，楚々とした雰囲
気からも「環境フレンドリーなん
ですよ」と語るのが似合う人だ。

「地球に貢献したい」ともいえる
構造家が，女性であることが未来
への希望を感じさせるのです。
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森の樹木のように柱群が密に立ち上がる，茨城県
大子町新庁舎だが，この柱群の中でも，地震力とと
もに短期荷重も受けもつ方杖材のデザインについて
整理しておきたいと思う。

当初，鉄骨造にて計画が進んでいた本庁舎計画で
ある。だが，2019年10月の台風第19号による浸水
にて，建設予定敷地を含む町中心地が甚大な被害を
受け， それを機に敷地が再選定されることとなり，
木質構造化に変更となったことは以前にも書いた。
しかし，簡単に木質化とはいうが，5,000m2という
面積の建築を，在来木造における一般的な筋交にて
耐震壁量を確保するとなると，かなりの壁量の耐力
壁が必要となり，この計画では庁舎建築というアー
キタイプ，つまりオフィス空間としての執務スペー
スが必要な建築において，そのフレキシビリティを
担保することが非常に難しいこととなる。

そこで，本計画で試みたのは，多くの耐震壁を建
物外周に分散させ，建物中央の空間では，上方へと
延びる方杖材が接合された柱群を，3,600mmモジ
ュールでグリッド状に並べる。

柱の軸力負担としては大屋根を支え，かつ柱に添
えられた四本の方杖材が耐震力も負担して構造耐力
を補填することで，中央の執務スペースには壁のな
い開放的な空間を実現している。建物中央に開放的
な空間を設え，そこに町民利用の多い執務課を集約
することは，ワンストップサービスの提供を考える
うえでも優位で，利用者にとってわかりやすい平面
計画となっている。
⦿床上1,200mmという交点位置の意味

この中央の執務室に据えられている方杖材である
が，これは，建物の木質化を検討し始めた当初よ
り， 在来工法の延長で大きな空間をつくる際の筋か
い量の多さに悩まされていた思考によるものであ

る。構造に詳しい方には周知のことであるが，筋かい
の接合位置は，柱や梁の交点と重ねるときに最も構
造耐力として効率がよい。しかし，柱と床の交点へ
筋かい位置を計画するとなれば，当然のことながら
柱の際における空間使用に大きな制約が発生する。

意匠計画者としてはなんとも悩ましいところであ
り， 本計画では，構造耐力の効きには多少目を瞑る
こととして，交点の位置を床上1,200mmに設定し
ている。そして，その方杖材が上部にかかる梁横架
材 に ぶ つ か る 交 点 に お い て も， 柱 ス パ ン 間
3,600mmを三分割した各1,200mmの位置を交点と
した方杖材を伸ばし，そこには合わせて横架材上部
トラス組みも計画することで，大屋根の荷重を柱群
にうまく流すことを試みている。

もちろん，1階の執務空間において，この床上
1,200mmの交点位置にて方杖材が普段の業務時に
邪魔にならないか否かは，図面上での確認を行な
う。加えて，モックアップ作成時にはそのモックア
ップ柱の側を歩き，使用に問題がないことを確認し
た。これらの検討の結果，この方杖材の角度「 77°」
が計画されているのである。

しかしながら，今後もこの方式を展開していくと
いうことには，多くの要検討項目が残されている。
このデザインの最も苦労した箇所は金物の設計であ
り， 柱一本に対して，四本の方杖材が取り付く金物
ディテールには，まだまだ検討の余地がある。純木
造構法とはいえ，どうしても仕口を金物に頼らねば
ならない現代の建築では，木材資源そのものの問題
もさることながら，その周辺を支えるテクノロジー
の研究が非常に重要であろう。在来工法の延長とし
て大規模建築の木造化を進めていくための大きな課
題として捉えている。

 （えんどう　かつひこ）
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茨城県大子町新庁舎
の「方杖」
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